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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

平成 18 年６月２日に発表いたしました平成 19 年３月期の連結業績、及び平成 18 年８月４日に発表い

たしました平成 19 年３月期の個別業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

１． 中間業績予想数値 

（１）平成 19 年３月期 中間連結業績予想数値の修正（平成 18 年４月 1日～平成 18 年９月 30 日） 

 

  （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 7,160 △470 △490

今回修正予想（Ｂ） 6,659 △897 △277

増減額（Ｂ－Ａ） △501 △427 213

増 減 率 △7.0％ ― ―

（ご参考）前中間期実績（平成 18 年 3月期） 3,571 2 △25

 

 

 

（２）平成 19 年３月期 中間個別業績予想数値の修正（平成 18 年４月 1日～平成 18 年９月 30 日） 

 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 1,254 △212 △232

今回修正予想（Ｂ） 1,103 △333 △191

増減額（Ｂ－Ａ） △151 △121 41

増 減 率 △12.3％ ― ―

（ご参考）前中間期実績（平成 18 年 3月期） 1,003 △116 △72

 

 



 

（３）修正の理由 

  【連結】 

当中間期におきましては、医薬品等の製造販売事業にて上期に予定しておりました新商品（ウォ

ーターサプリメント）の発売が 11 月にずれ込んだこと、及び医薬品等の販売事業において店舗の

統廃合が計画よりも遅れた結果、販売費及び一般管理費の増加を吸収することが出来ず、売上高及

び経常利益は当初の計画を下回る結果となりました。また、子会社の有形固定資産の売却に係る特

別利益の計上により、中間純利益の数値を修正いたしました。 

 

  【個別】 

当中間期におきましては、ＳＭＯ事業の売上高は前年同期比を上回ったものの、上期に予定して

おりました大型の臨床試験の受注が下期にずれ込み、また治験コーディネーターの採用等による費

用が先行して発生した為、売上高及び経常利益の当初計画を下回る結果となりました。また、過年

度法人税の還付等により、中間純利益の数値を修正いたしました。 

 

 

２． 通期業績予想数値 

（１）平成 19 年３月期連結業績予想数値の修正（平成 18 年４月 1日～平成 19 年３月 31 日） 

  （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 17,600 1,880 870

今回修正予想（Ｂ） 16,640 270 520

増減額（Ｂ－Ａ） △960 △1,610 △350

増 減 率 △5.5％ △85.6％ △40.2％

（ご参考）前期実績（平成 18 年 3 月期） 12,717 489 480

（参考）修正後の１株当たり予想当期純利益（通期）556 円 11 銭 

 

 

（２）平成 19 年３月期個別業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

  （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 2,000 240 100

今回修正予想（Ｂ） 1,800 0 40

増減額（Ｂ－Ａ） △200 △240 △60

増 減 率 △10.0％ ― △60.0％

（ご参考）前期実績（平成 18 年 3 月期） 3,144 567 316

（参考）修正後の１株当たり予想当期純利益（通期）42 円 78 銭 

 

※ 当社グループは平成 18 年 10 月より持株会社体制へ移行しております。その結果、通期の個別業績

は、純粋持株会社の業績となっております。 



 

（３）修正の理由 

  【連結】 

当社グループは、SMO事業を核とした統合ヘルスケア事業ネットワークの構築を推進し、各事業
ポートフォリオの収益構造の強化を推進しております。しかしながら、現時点では各事業ポートフ

ォリオにおけるサービス・製品・商品戦略の抜本的な見直しや、更なる合理化等での費用削減によ

る効果が発生するには今暫し時間が必要であると予想されます。また、SMO 事業におきましても、
予定しておりました大型の臨床試験の受注が下期にずれ込んだ為、期初予想値の下方修正を見込ま

ざるを得ない状況にあります。これらの要因を踏まえ、通期の業績予想につきましては、遺憾なが

ら前回の発表予想数値を修正せざるを得ない見通しとなりました。 

 

  【個別】 

通期の個別業績予想につきましては、下期から持株会社へ移行している為、純粋持株会社の業績

となっております。上期の個別業績予想の修正及び各子会社からの経営指導料の見直しを踏まえ、

業績予想数値を修正いたしました。 

 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 

 

以 上 

 


